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第5回日本在宅医療連合学会大会

市民公開講座 ラグピ ー と難病
登壇者の紹介

第 1部 ラグビ ー は地球を救う！日本はどうして強くなったのか？

ゲスト 大野均氏 ラグビー元日本代表選手
1978年生まれ 福島県郡山市出身。高校までは野球部に所属。進学した日本大学工学部でラグビーを始める。2001年東芝ブレイブルーパス入団。
2004年日本代表初選出。2007年、2011年、2015年と3大会のワ ールドカップに出場。2015年大会では南アフリカ戦勝利に貢献。13年間日本代
表でプレーし、国際試合98試合出場は日本代表歴代最多。現在、東芝ブレイブルーパス東京アンバサダーに就任。

ゲスト 村上晃 ー 氏 ラグビー ジャ ーナリスト
1965年京都市生まれ。京都府立鴨折高校から大阪体育大学でラグビーのポジションは、センタ ー、フルバック。87年ベースボール・マガジン社入社、ラ
グビーマガジン編集部に勤務し、90~97年同誌編集長。98年からラグビージャ ー ナリストとして、スポー ツ専門局JS PORTSでラグビー解説を継続中。
1999年から2019年の6回のラグビー ワ ールドカップで現地コメンテー タ ーを務めた。ラグビーシンポジウム、トー クイベントなどの進行役多数。

井手口直子氏 第5回日本在宅医療達合学会大会副大会長、 帝京平成大学薬学部教授

第 2部 難病は地球を救う！様々なイノベ ー ションをおこす

ゲスト 吉藤オリイ氏 株式会社オリィ研究所CEO
自身の不登校時に感じた「孤独」から、人生のミッションを「孤独の解消」とし、分身ロボットOriHimeを開発。2012年に株式会社オリ イ研究所設立。
ALS(!)患者とともに視線入力で〇「iHimeを操作するOriHime eyeや、寝たきりでも仲間とともに働ける「分身ロボットカフェDAWN」を常設店とし
て、開店した。難病勉強会や難病の人も参加できるOriHimeによるスポー ツ大会、音楽、開発 イベントなどを多数実施している。

ゲスト 伊藤史人氏 島根大学総合理工学研究科
一橋大学情報基盤センタ ー 助教を経て2014年から現職。専門は医用画像処理および福祉情報工学。近年は、重度障害児・者向けアプリケ ーションの
開発と普及を進めており、そのうち視線入力技術を活用した重度障害児支援システムEyeMoT（アイモット）は、全国のほとんどの支援学校で導入され

ている。バリアフリーマップアプリWheelog！の最高技術責任者。2017年、日本貴（クリエイティブ・フロンティア部門）最優秀貫受貫 ほか。

司 会 川口有美子氏 ノンフィクション作家、 さくら会
ALS患者と家族の葛藤を描いた『逝かない身体ーALS的日常を生きる』（医学書院）で2010年第41回大宅壮 ー ノンフィクション賞受賞。2013年立命
館大学大学院先端総合学術研究科博士（学術）課程修了。研究領域は難病や障害などで生き難さを抱える人々の政策と倫理。全国各地の神経筋疾患者
児の在宅24時間365日介護保障を推進し、喀痰販引等をおこなうヘルパーの養成を支援してきた。

中島孝氏 第5回日本在宅医療連合学会大会 大会長、 国立病院機構新潟病院院長

ー 、 元ヤングケアラ総合司会町亞聖氏 フリ アナウンサ ー ー

1995（平成7)年に日本テレビにアナウンサ ーとして入社。その後、活躍の場を報道局に移し、報道キャスタ ー、厚生労働省担当記者としてがん医療、医
療事故、難病などの医療問題や介護問題などを取材。2011（平成23)年にフリーに転身。脳障害のため車椅子の生活を送っていた母と過ごしたl 0年
の日々、そして母と父をがんで亡くした経験から医療と介護を生涯のテ ーマに取材、啓発活動を続ける。
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会場へのアクセスは、
こちらからご確認ください→




